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▲真剣な表情で競技に挑む選手たち

６
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村
消
防
団
操
法
大
会

　

｢

第
11
回
飯
舘
村
消
防
団
消
防
操
法

競
技
大
会｣

が
飯
樋
町
の
村
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
消
防
団
員

が
日
頃
の
訓
練
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
消
防
操

法
訓
練
の
基
礎
を
磨
き
、
消
防
技
術
の

向
上
及
び
消
化
活
動
の
円
滑
な
遂
行
と

火
災
防
ぎ
ょ
体
制
の
確
立
・
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
村
消
防
団
が
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
大
会
に
出
場
し
た
の
は
、
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
第
２
分
団
の
10

チ
ー
ム
と
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
第
２
分

団
機
動
部
１
チ
ー
ム
の
計
11
チ
ー
ム
。

　

競
技
に
先
立
ち
開
会
式
が
行
わ
れ
、
荒
利

喜
団
長
か
ら
「
あ
い
に
く
の
雨
で
す
が
、
火

災
は
天
候
を
問
わ
ず
発
生
す
る
の
で
、
本
番

を
想
定
し
競
技
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
後
、
続
い
て
、
出
場
選
手
を
代
表
し
第

２
分
団
第
３
部
（
上
飯
樋
）
の
指
揮
者
・
八

巻
日
出
夫
団
員
が
力
強
く
選
手
宣
誓
を
し
ま

し
た
。

　

競
技
は
空
操
法
（
放
水
し
な
い
操
法
）
で

実
施
し
、
団
員
ら
は
指
揮
者
の
指
示
の
も
と

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、競
技
後
に
は
第
２
分
団
機
動
部
が
、

ポ
ン
プ
車
の
部
の
模
範
演
技
（
空
操
法
）
を

披
露
し
ま
し
た
。

第１部（前田・八和木）が優勝！

▲菅野村長（左）から表彰を受ける飯樋町
　下2納税貯蓄組合の赤石澤貞義組合長（右）

○
村
長
表
彰
（
感
謝
状
）

・
深
谷
第
１
納
税
貯
蓄
組
合

（
鹿
山
眞
明
組
合
長
）

・
飯
樋
町
下
２
納
税
貯
蓄
組
合

（
赤
石
澤
貞
義
組
合
長
）

○ 

村
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長

表
彰

・ 

高
橋
正
人
（
長
泥
第
１
納
税

貯
蓄
組
合
）

・ 

佐
藤
勝
見
（
前
田
第
３
納
税

貯
蓄
組
合
）

　

平
成
20
年
度
の
村
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
定
期
総

会
が
「
ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
菅
野
昌
徳

会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

来
賓
の
菅
野
村
長
、
佐
藤

篤
信
相
双
地
方
振
興
局
県

税
部
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
事
に
先
立
ち

表
彰
が
行
わ
れ
、
組
合
活

動
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た

組
合
と
個
人
に
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、議
事
が
進
め
ら
れ
、

19
年
度
の
事
業
及
び
決
算
報

告
、
20
年
度
事
業
計
画
及
び

予
算
な
ど
提
出
さ
れ
た
議
案

は
全
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

村
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

は
、
１
０
１
組
合
（
世
帯
数

９
１
４
）
で
構
成
さ
れ
、
税

等
の
納
期
内
完
納
や
納
税
の

啓
蒙
普
及
活
動
な
ど
村
税
収

入
の
約
６
割
を
担
う
活
動
に

力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

６
３

村
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
定
期
総
会

村
税
収
入
の
約
６
割
に
尽
力

受
賞
者
〔
敬
称
略
〕

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

優
勝

　

第
１
部
（
前
田
・
八
和
木
）

　
　

指
揮
者
・
渡
辺 

武
志

　
　

１
番
員
・
小
林 

幸
一

　
　

２
番
員
・
佐
野 　

裕

　
　

３
番
員
・
髙
橋 

美
文

　
　

補
充
員
・
渡
辺 
拓
也

２
位　

　

第
４
部
（
比
曽
）

３
位

　

第
５
部
（
蕨
平
）
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誕生おめでとう

結婚おめでとう

お く や み

（５月 21日から６月 20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し
出てください。

ひとのうごき
（平成 20年６月１日現在）

	　	 今　月	 昨年同期	

	男	 3148 人	 3215 人	

	女	 3170 人	 3257 人	

	計	 6318 人	 6472 人	

	　	 1693 戸	 1734 戸

人　口

世帯数

（平成 17 年国勢調査に基づき増減された現住人口）

（0 人）

（＋ 3 人）

（前月比）

（＋ 3 人）

（＋ 4 戸）

◆◆◆５月１日〜31までの人口動態 ◆◆◆
	 転入	 17 人	 転出	 13 人
	 出生	 4 人	 死亡	 ５人

	 赤ちゃんのなまえ	 親の氏名	 行政区

西尾　健
けんた

太くん	 大角・由紀	 二枚橋・須萱

佐藤　七
ななみ

海ちゃん	 豊洋・直子	 飯　樋　町
すくすくと元気に育ってね

	 氏　　　名	 年　齢	 行政区

	髙　橋　ユキノ	 91	 伊丹沢（前田・八和木）
	菅　野　鉄　夫	 77	 佐　　　須
	庄　司　三　郎	 72	 飯　樋　町
	菅　野　今朝夫	 63	 比　　　曽
横　山　ツクノ	 85	 伊　丹　沢
羽　賀　ヒ　ロ	 74	 草　　　野
	鴫　原　義　夫	 78	 比　　　曽

ご冥福をお祈り申し上げます

	 氏　　　名	 行政区

鹿　山　真　史	 深　谷
千　田　芙希子	 福島市

いつまでもお幸せに

〝
こ
こ
ろ
〟
育
て

　

相
変
わ
ら
ず
痛
ま
し
い
事
件
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

親
が
子
を
殺
し
た
り
、
祖
父
が
孫
も
含
め
た
家

族
全
員
を
…
。
そ
し
て
、「
誰
で
も
よ
か
っ
た
」
の

無
差
別
殺
人
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
「
な
ぜ 

こ
の
よ
う
な
日
本
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
」
と
心
を
痛
め
て
い
る
の
は
私
ば
か
り
で
は

な
い
は
ず
で
す
。
い
や
、
大
方
の
思
い
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

　

動
機
や
要
因
は
、
全
て
違
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

が
、
総
じ
て
言
え
る
こ
と
は
人
と
人
と
の
交
わ
り

合
い
や
気
づ
か
い
合
い
、
思
い
や
り
が
薄
れ
、「
他

人
」
と
い
う
関
係
に
限
り
な
く
近
づ
い
て
「
自
分

さ
え
良
け
れ
ば
、
他
人
は
ど
う
な
っ
て
も
良
い
」

と
い
う
考
え
方
が
、
気
づ
か
な
い
内
に
日
本
人
の

心
の
中
に
少
し
ず
つ
宿
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
で
は

な
い
か
と
思
え
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

戦
後
、
外
国
の
人
類
学
者
が
『
菊
と
刀
』
と
い

う
本
の
中
で
、
日
本
は
「
恥
の
文
化
」
だ
と
著
し

て
い
ま
し
た
。
欧
米
な
ど
は
宗
教
心
を
も
っ
て
社

会
の
秩
序
を
保
っ
て
い
る
が
、
日
本
は
「
恥
」
と

い
う
考
え
方
で
社
会
の
秩
序
を
保
っ
て
い
る
と
。

　

つ
ま
り「
そ
ん
な
こ
と
し
た
ら
恥
か
し
い
よ
」「
家

族
に
恥
を
か
か
せ
る
こ
と
に
な
る
よ
」「
誰
が
見

て
な
く
と
も 

お
て
ん
と
う
様
が
見
て
い
る
ん
だ
か

ら
」
と
い
う
よ
う
に
。

　
「
恥
」
と
の
言
葉
に
抵
抗
は
あ
っ
た
も
の
の
「
全

く
、
い
い
当
て
て
る
な
」
と
の
思
い
を
も
っ
て
読

ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
「
恥
」
と
い
う
考
え
方
が
い
い
か
悪
い
か
は
別
と

し
て
、
も
う
一
度
私
た
ち
日
本
人
は
、
人
と
の
か

か
わ
り
合
い
を
考
え
、
深
め
、
相
手
の
こ
と
を
思
っ

た
り
、
気
づ
か
い
合
っ
た
り
し
て
い
く
心
掛
け
を

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

次
世
代
の
人
た
ち
に
「
人
っ
て
、
家
族
っ
て
、

ふ
る
さ
と
っ
て
、
す
ば
ら
し
い
よ　

温
っ
た
か
い

よ　

あ
り
が
た
い
も
ん
だ
よ
」
と
い
う
思
い
を
、

心
に
ズ
シ
ン
と
入
れ
た
い
も
の
で
す
。
合
宿
通
学
、

海
洋
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
夢
づ
く
り
大
会
、
や
っ

た
ね
事
業
、
タ
ッ
プ
リ
ほ
め
て
シ
ッ
カ
リ
し
か
る
、

朝
ご
は
ん
条
例
、
弁
当
の
日
、
す
べ
て
そ
の
思
い

の
中
の
事
業
で
す
。

　

人
と
い
う
字
は
「 

」
に
支
え
る
「 

」
を
書
か

な
い
と
、「
人
」
に
は
な
ら
な
い
ん
で
す
。
そ
し
て
、

間
に
人
が
入
っ
て
、初
め
て
「
人
間
」
と
な
り
ま
す
。

と
て
も
意
味
深
い
日
本
の
文
字
で
す
ね
。

　
　

平
成
20
年
６
月
27
日

飯
舘
村
長　

菅
野　

典
雄

2021

ユニバーサルデザインが
五感で紡ぐまでいの里
～思いやり推進事業～

６
14

あ
い
の
沢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

　
　
　
　
デ
ザ
イ
ン
検
証

　

村
で
は
、「
ま
で
い
ラ
イ
フ
」

の
推
進
事
業
と
し
て
、「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
・
結ゆ

い

（
代
表
理
事 

冨
樫

美
保
）」
と
の
協
働
事
業
と
し

て
、『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
が
五
感
で
紡
ぐ
ま
で
い
の

里 

思
い
や
り
推
進
事
業
』（
公

益
信
託
う
つ
く
し
ま
基
金
事

業
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

｢

村
民
の
森
あ
い
の
沢
」
に

お
い
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
検
証
を
行
い
ま
し

た
。

　

約
30
名
が
村
内
外
か
ら
参

加
し
、「
わ
か
り
や
す
さ
」「
使

い
や
す
さ
」「
快
適
さ
」
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視

点
で
、
駐
車
（
輪
）
場
や
管

理
棟
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、

ト
イ
レ
な
ど
を
検
証
し
、
そ

の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
遊
歩
道
が

ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
で
歩
き
や
す

い
」「
案
内
表
示
が
少
な
く
分

か
り
づ
ら
い
」「
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
の
ト
イ
レ
周
辺
は
、

外
灯
は
あ
る
が
、
周
囲
は
暗

く
て
足
元
が
心
配
」「
非
常
時

の
避
難
場
所
の
表
示
が
あ
っ

た
方
が
よ
い
」「
草
木
に
名
前

が
あ
る
と
い
い
」
な
ど
の
意

見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
改
め
て
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

視
点
な
ら
で
は
の
再
発
見
を

し
て
い
ま
し
た
。

▲検証のようす

▲設立会議のようす

村ぐるみの
地産地消を目指して

「
ま
で
い
な
地
産
地
消
を
進
め
る

　
　
　
　
　

 　
村
民
会
議
」
設
立

６
12

　
「
ま
で
い
な
地
産
地
消
を

進
め
る
村
民
会
議
」
が
、「
ビ

レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
」
で
行
わ
れ
、

村
ぐ
る
み
で
地
産
地
消
を
推

進
す
る
た
め
の
新
た
な
組
織

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
村
の
農
業・

産
業
の
活
性
化
と
村
民
所
得

の
向
上
、
さ
ら
に
は
食
育
の

推
進
、
食
を
通
し
た
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
で
は
、
各
団
体
お
よ

び
有
識
者
な
ど
17
人
の
方
が

委
嘱
さ
れ
、
会
長
に
赤
石
澤

正
信
さ
ん
（
有
識
者
）、
副

会
長
に
熊
谷
清
さ
ん
（
村
振

興
公
社
）、
小
林
麻
里
さ
ん

（
有
識
者
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
20
年
度
の
事
業

計
画
や
予
算
な
ど
を
審
議
し
、

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
産
品
の
開
発
と
育

成
な
ど
に
取
り
組
む
「
産
品

開
発
部
」、
ま
で
い
ブ
ラ
ン

ド
の
普
及
や
地
産
地
消
の
情

報
を
推
進
す
る
「
普
及
情
報

部
」、
販
売
対
策
や
販
路
開

拓
を
進
め
る
「
販
売
対
策
部
」

の
３
つ
の
部
会
を
設
け
、「
飯

舘
村
な
ら
で
は
の
地
産
地
消

運
動
」
を
進
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

▲委嘱状交付のようす

までいな地産地消を進める村民会議委員
（敬称略・順不同）

氏　　名 区　　　　分
赤石澤　正信（会長） 有識者
熊谷　　清（副会長） 飯舘村振興公社
小林　麻里（副会長） 有識者
會田　ツタ枝 農協女性部飯舘支店
赤石澤　榮 商工会飲食部
市澤　美由紀 商工会女性部
菅野　慶一 有識者
菅野　一代 食を考える会
佐藤　八郎 直売所協議会
鴫原　新一 農協飯舘総合支店
高橋　栄二 学校給食運営委員会
高橋　惠美子 保健協力委員会
高橋　トク子 有識者
西尾　ツネ 婦人会
長谷川　健一 有識者
本名　洋文 飯舘楽園株式会社
渡邊　春治 有識者


